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構成の上 から云 って完壁の域に達 していると思われ るAPassageto
Indiaはその内に多 くの問題を含んだ小説である。国籍の異なる人間の友




そ してその方法の著 しい特徴は,作者の場①に対する感受性 と,それの意





この作品 の舞台は もちろん イン ドであ る。 そ して登場人物達 と主 と して
か らみあ うのもイン ドであ る。 しか しほんの少 し顔 をだすにすぎない がこ
の作品にお いて非常に重要な位置 を占めてい る場 がある。 それはエ ジプ ト
で あ り,グ ェニ スであ る。私 は以上 の場 を,そ れぞれ否定的 な場,肯 定的
な場 と呼ぶ。入間に与 える場 の感情 の意味 が,各 々否定 的,肯 定 的に扱 わ
れ てい るか らで ある。
まつ否定 的な場 と して イン ドは どの ように描 かれてい るか。 イン ドは異
常 なる もの の存在す る土地 と して描 かれている。
第一部第一章 は,Angro-lndiaの一地方都市,Chandraporeとそ の周




theextraordinarycaves'(P・3)の結尾か ら推察で きる如 く,この鳥瞰図
は これか ら起 る事件 の場 を提 供す ると同時に,そ こに はextraordinary
な るものの存在す ることを私達 に示 してい るの であ る。 このことは第二 部
第 十二 章におけ るMarabarHillsの描写 に至 って よ り明瞭にな る。 この
章 での描写 の中心点 は,洞 窟 を含むMarabarの丘 々が太古 か ら存 在 し,
地球上 りすべての事象 をみて きた存在 として在 るとい うこ とである。 そ し
て ここで も,`pilgrims,whogenerallyseektheextraordinary,
hadherefoundtoomuchofit.'(P.106)にみ るよ うに,私 達 は
Marabarの丘 や洞 窟が異常 な るものの存 在す るものである と認 識す るの
で ある・第 三部 はHindu教 の祭 りの描写で始 まるが,こ こで私達 は その
混沌 と した儀式 の進行 の内に,異 常 なる ものの類似で ある`notaste,-no
dignity,noform'③の姿 をみるのである。
この よ うに異常な姿 と して作者に描写 され た イン ドは どの ように人間 と
か らみあ って くるか。 それは,第 二部のMarabar洞 窟事件 でのecho
によ って示 され る。
この探検 は,toseetherealIndia(P.16)とい う希 望 を公 言 した
Adelaの為 にFieldingが催 したTeaPartyの 席 でAzizに よって提
案 された・探検 の当 日,ま つFieldingと彼 の大学 のGodbole教授が汽
車 に乗 り遅れ るところか ら事件の予感 を読者に与 える。E.K.Brownは
その著RhythmintheNovelにお いて,こ の汽車の ゜poエnper-pomper'と
い う音は洞 窟内のechoへ の序曲 だと述べてい る ④が,蓋 し名言であ る。
か くして でζ じなう も9の 象徴 であるMarabarの 丘 でのechoが 聞か
れ る。
直接echoを 経験 するのは新 しくイン ドに来 たこの街 の長官Ronnyの
母Mrs・Mooreと,彼 の フ ィァンセMissAdelaQuestedであ る。
読者 は まつMrs.Mooreの 経験 か ら知 らされる。
Mrs.Moore・は大勢 の イン ド人 と共に最初 の洞窟に入 る。丸い洞窟は彼
らの人い きれのため悪臭 を放ち,彼 女はAdelaやAzizを 見失い,は
ては裸の肌が顔に触れ 口の まわ りにべ った りへば りつ く。出口 を探 そ うと
して彼 女は大勢の人に押 され,壁 で頭 を うち混乱 して しまう。、そ してその
時echoが 起 る。 同 じよ うな単調 な音 が洞窟全体 をどよも し,そ れは何人
も そ『の 音を識別 することがで きない よ うなboom-oumに帰 して しま う。
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(pp.126-7)
この よ うなechoを 聞 くのはMrs.Mooreの弱 った健 康 とか老 年の為
ではない。後 述 の如 く,若 くしか も健康 であ るAdelaでさえ もこのecho
を聞 くので あ るか ら。Boum-oumとい うechoは 洞窟内に潜 んでい るも
のであ る。 そ して このechoを ひきだ したのが人 間で ある。 作者 の`the
caveisstuffedwithasnakecomposedofsmallsnakes,which
writheindependently.'(P.127)とい う説明に私達 は納得する ことがで
きる。
Mrs.Mooreはこのechoに 対 しどの ように反応 するだろ うか。
彼女は洞窟 か ら出た後,以 後 の探検 を断念 し,英 国に残 して きた彼女の
子供達に手紙 を書 き始 める。'しか し,`DearStella,DearRalph.'と書
き進むだけでechoが 想起 され書 き続け ることができない。 そ して突然
宗 教が心に浮 ぶがそれ も`Lettherebelight.'・(Gen.,1:3)から`lt
isfinished'(st.John,20:30)に至 る神 の御言葉凡てがbournに 帰 し
て しまうよ うに感 じる。最後 には彼女 は この世のすべての もの に関心 を失
い,他 人 と の交 わ りに も,ま た神 との繋が りに さえも虚 しさを感 じる。
(p.129)
Mrs.Mooreはこ うして虚無へ の転落 を示 すのであ るが,こ れは一体 何
を物語 るのか。私 達 はその考察に入 る前 にAdelaのechOに ついて調べ
なければな らない。 彼女 の経験 によって洞窟 内のechoが 外部 へ と拡が
り,直 接に はechoを 経験 しなか ったFieldingもそのechoに 接 す る
ことがで き,更 にそれによ ってechoの 意味す るものが より明瞭 にな る
と共に,Mrs.Mooreの虚無の意味 も歴然 と して くるか らであ る。
Adelaの洞窟 内での経験 はAzizに よって暴行 されかけ牟 とい う幻覚
である。 この幻覚 の内容 は事件現 場 では描 写 さ・れない。読 者は,洞 窟か ら
駅に戻 った一行 がAzizの 逮捕 に接 す ることでこの事件 を知 るにすぎ な
い。Adelaの 幻覚 は,法 廷 の酷 暑の中で彼女 自身が必死 にな って事 件 を
反 芻す る時 まで明き らかに されない。彼 女 はその努力 の うちに,Azizが
自分 につい て洞窟 に入 ってきたとい うこ とに 自信 が もてな く な り,結 局
・1・エnafraidIhavemadeamistake.'(P.199)と訴 えを取 り下 げ る
のである。 こ う して彼女の`toseetherealIndia'とい う望みは,
Marabar洞窟 内のechoを 外に波及 させ,英 人 とイン・ド人 との対立 を表
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面化 させるだけに終 って しまったのであ る。 そ して彼 女は後 述す る如 く英
国にre-turnしてい くのである。
次 に私達 は,先 に少 しふれたFieldingのechOに 関す る経 験 をみ な
くてはならない。
彼 は実際 にはechoを 聞かない。事件直後Marabarの丘 に到 着 した彼
は,一 つ の洞窟 に入 ってみるがechoは 起 らない。(P.136)彼が経験す
るのは洞窟 の外 に及 んだechoで ある。 それはまずAziz逮 捕 の時の人
々の狂気 の状態 に始 まる。その場 で,`amassofmadnesshadarisen
and・triedtooverwhelmthemall'(p.140)と感 じた彼 は,そ の夕
方 クラブに集 ま って きた英人達に もそのmadnessを 認め る。 その上
RonnyがAzizの 保釈金 を受 けとらず裁判 に持 ち込む とわか った時,
FieldingはRonnyと口論 し,ク ラブの会員であ る事 を放棄 して部屋 を
とびで る。 その時,Fieldingの眼に うつ るのが夕暮 に うかぶMarabar.
の丘であ り,そ れは美 しい姿で さえあ る。 だが,そ の遠景 をみてい る うち
彼 の心はechoに 向か ってい く。echoと は?彼 は知 らなか った。 しか
し,今Marabarの 遠望が美 しく迫 って来,Marabarが宇宙 その もの と
なる時,彼 は心 に何か感 ずる もの があ る。 そ して 自らの生活 をふ り返 り不
安になる。彼は何か他の職業 につ くべ きであ ったのではないかと考え る。
作者は しか し,`hedidn'tknowatwhat,neverwouldknow,never
couldknow,andthatwaswhyhefeltsad.'(P.165)と説 明 し,
Fieldingのechoを読者に示 してい る。 この丘の姿 は,Azizの 裁判後,




以 上がFieldingに及 んだechoで あ り,`totravellight'(P.102)
とい うmottoを 表 明 し,Adelaとの会話で`Iseeyou'veallyou
want.'とい う彼 女に対 し,`Ithink.so.'と答 え る⑥Fieldingの唯一
の混乱 であ る。
か くして私達 はこれらの挿話か らechoの 意味 を探 ることがで きる。
まず第一 に,そ れは場 に対 する感覚 によ って捉 えられ たイ ン ドのex一
33
traordinaryなる ものの表現であ る。 ここで の イン ドは東洋 にお ける一地
　 　 　 　
方 とい うだけ にとどまらず,Marabarの丘 を含め第十二章 での説明 の如
く宇宙 その ものの表象 なのであ る。 その宇宙 におけ る異常 なる ものが
echoにな っ て現われ,鹽ここでは悪 の姿 をとって人 間世界 を脅か し,人 間
の繋 が りを危 うくさぜてい るのであ る。
ここにお い て私達 はMrs.Mooreのechoに お ける虚無 へ転落 の意味
を理解 す るこ とができる。即 ち,そ の虚無 は彼女 を して一切 の ものへ の繋
が り,神 との繋 が りに さえ も無関心 にさせ,彼 女 の人間 関係 への虚無 を示
してい るとい うことで ある。Adelaのechoは それ以 上に他への幣害を
及 ぼ し,微 妙 に平衡 を保 ってい た英印 の人 間関係 を混乱 させ,敵 対 へ と向
かわ しめてい る。
echoの意 味と して第二 に,私 達 は,以 上 の異常 なる ものに よって個人
の力 の卑小 さが示 されてい るのを見 るこ とができ る。 つ ま りAdelaの
echoはhallucination⑥の結果 であ り,そ れは彼 女の理知 の敗 北 を 示
す。 このこ とは程 度の差 こそあれFieldingに関 して も云 えることであ
・る。 そ して同 じくMrs。Mooreのこの小説 にお ける役割 を考 え るとき も,
私 達 にと って このechoの 一面 が明瞭にな るであろ う。
即 ち,彼 女 はあのechoの後 ひたす らイン ドを去 ることばか り老 える。
そ して偶然 ⑦ある英国婦人 の厚意で英国へ の船 の席 を入手す ることがで き
た彼女 は,Azizの 裁 判が始 まる前に イン ドを離れ るのであ る。第一部 に
おい て温か い友情 を結 ぶこ とができた・Azizの裁判 に列席 せず0こ の こ
とは重要 であ る。彼 女はその死後 もAzizやAdelaに,そ して また イ
ン ド人達 に不 思議 な力 を及 ぼすが 自らは結局最後 までechoか ら立 ち直
るこ とがで きなか ったのである。
こ うい った意味で私達 は,echoを`theproductoftheindividual
consciousness'とい うJamesMcConkey⑧や,そ のmuddleの 状態
を`afrustrationofreasonandform'と呼ぶAllanWilde⑨に 同意
す ることができよ う。 先 にふれた作者 自身の洞窟 の描写`thecaveis
stuffedwithasnake'とい うこ とばは ここにいた って よ り明瞭にな る
だろ う。
以上 のよ うにAPassagetoIndialこお ける場 に対 す る感覚 は,イ ン
ドの,即 ちMarabarの洞窟 内の,echoに よって,第 一に宇宙 にお け る
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人 間の繋が りの不安定 さ,第 二に個人 の理知 のカの卑 小 さを示す もの とな
った。私 はこの場 に対 する感覚 を否定 的な感覚 と呼 ん だが,こ の こ とは次
に肯定的(と 私の呼ぶ)な 感覚 を惹起 させる場 を考察 する よう私達 を導 く。
それが最初 に述べ たエ ジプ トとグェニ スである。'
二つ の うちヴェニ スが肯定 的な場 の中心 となるのであるが,ヴ ェニスが
描か れる前に二つの準備 が描 かれる。 それはMrs.Mooreの生 存 の最後
の姿 であ るイン ドを離れ る前の汽車旅行 と,Adelaの エ ジプ トでの自己
発 見の姿である。
Mrs・Mooreは先述 の如 く,友 人Azizの 裁 判が行われ る前にChan_
draporeを離れ る。 それはRonnyの 勧 めによるためで も,自 分 の身体
のためばか りで もない。 彼 女 のechoの ためである。 従 っ て 彼 女 の
BOmbayま での汽車 の旅で主 と して作者 が描 こ うと したこ とは次 のこ と
である・ 即 ちChandrapore以外の街が イン ドには存 在す るとい う事 で
あ り・ またそれ らの街 の一っAsirgahが汽車 の進行 につ れてその位置 が
変 ってみえ るとい う事実 の認識 である。 そ して更に重要 な事 は,そ うい っ
た事実 の認識に も拘 らず彼女 自身 のechoか らの脱出は描かれ ない と い
う事で ある。た だイン ドの丘 々が,"echoがイン ドだと汝は思 ったのか,
Marabarの洞窟 を汝 は最後 の ものと思 った のか"と 彼 女に笑いか けるだ
けであ る。(P.182)
次に エジプ トにつ いて。Mrs。Mooreの旅 の描写 の後裁判 が描 かれ,そ
れが英 国側 の敗北 に終 った後,AdelaはMrs.Moore、と同 じコースを英
国に向けて旅立つ。その時既 にMrs.M。。reは死 に,Adelaはイン ドの不
安 定な ものあい まいな ものに包 まれ,自 己の状 態 を判然 と自覚 で きないで
い る。 その上Bombayま でつ いてきた召使 いAntonyの 為,彼 女 が
Fieldingの愛人 であるとい う嘘が船 中に知 らされ,同船 の英 国人か ら白眼
視 され,全 くの孤独 の旅 を続 けるのである。 しか し船が イン ド洋 を渡 り紅
海 を通 って エジプ トに近づ くと,す っか り景色 は変 る。美 しい白砂が運河
の両側岸に見 られ,こ れまでの混乱 して不安定であ った もの をすべて拭 い
去 る。彼 女 は エジプ トに上陸 し,ア メ リカ人の宣教師 と言葉 を交 してい
るとき,地 中海 の清澄 さの中で突然理解 する。 自分 の英 国に戻 る(return)
第 一の 目的 がMrs・Mooreの子供達 を訪つね ることであ り,そ の後彼女 自
身の仕 事につ く(turn)のだ と。 ここに用い られてい る`turn'と`return'
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とい う語 は,宣 教師がLesseps旨の像 を指 さ しなが ら特別 の意味 もな くい
う言葉`〔Thiscelebratedpioneer〕turnstotheEast,hereturns
totheWest.'(P,231)に呼応 してい るのである・が,作 者 はここでAdela
の向か う方向 を暗示す る と同時 に,こ こに イン ドの,ひ い ては宇宙 の,悪
魔的部分が姿 を消 してい くこ とを も暗示 してい るといえ るだろ う。1K.W.
Gransdenも そ の 著E.M.Fosterで ・Wit〆APassagetoIndiaitis,
indeed,thenormitselfwhichvanishes.Geographicallyitvan-
ishesatSuez.)'⑩と 述 べ て い る。
こ の よ う にMrs:Mooreの 旅,Adelaの 旅 に よ り,'一つ に は イ ン ドなコ 　 の コ
るものとは別なものの存在 を指摘 し,一つにはその別なものが西洋により
　 コ コ
近 い 地 中 海 に み ら れ る こ と を指 摘 した 後,作 者 はFieldingの ヴ ェ ニ ス
の 旅 を エ ジ プ トか ら 描 い て い る 。 つ ま り・読 者 は,イ ン ド(Chandrapore)
か ら グ ェ ニ ス に 至 る ま で を 三 人 の 旅 に よ っ て 連 続 して 示 さ れ る わ け で あ る 。
そ し て 注 意 す べ き 事 は,Fieldingの グ ェ ニ ス の 旅 が 第 二 部 の 最 後 の 章
第 三 部Hindu教 の 混 沌 と した 祭 の 描 写 の 始 ま る 直 前 に 挿 入 さ れ て い る と
い う こ と で あ る 。 私 達 は こ こ にForsterの 意 図 を 認 め る事 が で き る。
で は ヴ ェ ニ ス は ど の よ う に 描 か れ る か 。
エ ジ プ トを す ぎ,輝 や く青 い 空 と 明 る い 海 岸 線 のAlexandriaを 通 る
と き,そ れ ら は そ れ ら と は 逆 の 複 雑 な 姿 を み せ るBombayを 想 い 起 さ ぜ
る 。 そ して ク レ タ 島 の 雪 を 抱 い た 山 の 頂 が み え た 後 ヴ ェ ニ ズ が 現 わ れ る 。
そ の 建 築 の 美 がFieldingを と ら え,彼 はthebeautyofformを
idoltemples.andlumpyhillsの中 で 忘 れ て い た と 思 い ・ そ し て
・indeed
,withoutform,howcantherebebeauty?'と 自 問 す る 。
Fieldingはこ の 地 のformの 美 に 改 め て 感 嘆 し,若 い こ ろ の イ タ リア 熱












この よ うな肯定的 な感覚 を惹 き起 す場 は何 を意味 す るものなの だろ う。
作者 自身humannormと い う言葉 で表現 しているが,そ の言葉 の持っ
意味 は先の否定的 な場一 イン ドー の異常 なる もの の意味 と対比 さぜ るとき
よ り判然 と私達 に示 され るであろ う。
だが この対 比の考察に入 る前に私達 はAPassagetoIndia発表 迄 の
諸作品 におけ るForsterの場 に対 す る感覚 の意 味 をみておかな ければ な
らない。何 故な ら,そ の人の過去 を知 ることに よって一人 の人 間 をよ り深
く知 ることができるよ うに,こ の準備 に よって以 上に述べ た対比 か らよ り
深 い意味 を抽 出で きるであろ うか ら。
皿
K.W.Gransdenも述べてい るよ うに,⑪Forsterの作品 には彼 の居 た
ことのあ る場所がすべて投入 されてい る。 そ して,Forsterは,創作 に
とって作家 の場所 が,人 間 ほどでは な くとも,非 常 に重要 なものであると
考 えてい たよ うであ る。⑫彼の創作研究 に場の意味の研究が大切 な所以 で
ある。
さて,Forsterの場に対 す る感覚 は彼の幼 時の経験に まで潮 ることが
で きると思 われる。 自己の過去 について余 り語 らないForsterがわずか
な が ら も そ の 幼年 時代 につ いて,彼 の大叔母 に関す る伝 記Marianne
Thortonの終 り近 くで描いてい る。⑬ 私達 がこの一 節か ら伺 い知 ることの
で きる事 は,Herfordshireの家 に対 する彼 の愛情 と,英 国の自然 に対 す
る限 りない愛である。 そ して大切 なことは,こ の書 の終 りに,大 叔母 から
の遺産 のお陰 でCambridgeに行 くことがで き,そ の終了後旅行 をする
こ とがで きたことを述べ,こ の事 が彼 を して創作 に向かわ しめたと付 け加
えてい る事 であ る。⑭私達が今 注 目 していること もまさにこの点 であ る。
旅行 に よる場 との接触が創作へ導い たこと,即 ちForsterの創作に とっ
て場の持つ 意味 は誠 に 大 き い。ForsterがCambridgeでの 四 年 目
に古典 か ら歴史へ と移 った ことは,⑮ この場に対 す る感覚 をよ り強 め,後
にその意味 づけに重要な役 割 を果 すのであ る。
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この,場 に対 する感情 の意味づ けはまず短篇 にお いて現わ れる。数篇 の
短 篇におい てCambridgeでの古典 の素養 は大きな役割 を果 しているが・⑯
今 はふ れない でこ こでは場 の感覚 の意味づ けについ て考察 を進 めよ う。
短篇 にお け る場に対 す る感覚は自然 か ら生の意味 を把握 する ものと して










これは人生 に疲 れ切 った老人Lucasが ギ リシ ャ旅行 の際,一 寒村で経
験す る不思議 な感情の描写 の一節であ る。宿の前の プラタナ スの大木の中
か らわ きで る泉に身を まか ぜることに よって彼 はその瞬 間生 の意味 を感 じ
とっていた のである。 だか ら私達 はこの一節 の後,`Therewasmeaning
inthestoopoftheoldwomanoverherwork,andinthequick
motionsofthelittlepig,andinherdiminishingglobeofwool.'
(ibid,,p.98)と作者 が説 明す るとき素直に納 得す るこ とがで きる。 この
よ うに場 に対 する感覚 は初 め生 の意味 を把握 するものと して描かれてい る。
場 が真正 に生 きん とす る者 にとって忌むべ きもの,恐 ろ しき もの を認め
させ るよ うになるのはHowardsEndに おい てで ある。
この作品 において,私 達 は時代の持つ 大きな力 が人 間関係 に対 して及ぼ
す悪 の姿を見 る事 がで きる。 そ して それはpanicandelnptinessとい
う語句で示 されてい る。
読者は まず この作 品の冒頭Helenの 手紙 で,彼 女がWilcox家の息子
Pau1と恋 にお ちたこ とを知 らされ るが,つ づいてそれが次 の ような一節








これが場(こ こで は時代 の力)に 対 して持 った感覚 の意味 づけ である。
この感覚 はBeethovenの第5交 響曲 をき くときにHelenの 抱 く感情 と
同一 の ものである。作者が これをBeethovenの偉 大 さを伝え る ものと し
てい ることは重要で ある。⑲
HowardsEndにお けるこのいわば負 の感覚 と もい える ものは何 を意 味
.するか
。私 はこ こに時代 一産業主義時代一 に対 する作者 の認識(或 は姿勢)
をみ たいので ある。金力 に頼 ってはいるがこの現実に根 を下 ろ し て い る
Wilcox家の人 々を描 くことに よって,⑳Forsterはこの汚濁の時代に真
正 に生 き るには如何 にすべ きか を描 いたのである。 その故 に作者 はMar-
9aretとい う,人 間 との繋 が りを最 も重要 と考 える女性 を して,Wilcox
家 の家長Henryと 結婚せ しめてい るのであ る。
　 　
しか し私 はHowardsEndに お い て 現 実 に お け る 生 の 姿 を見 る こ と が
で き な い 。 即 ち`場'の 範 囲 が 単 に 時 代 背 景 に ま で し か 踏 み こ ん で い な い
か ら で あ る 。Forsterが 初 め て 場 が 歴 史 を 持 ち,そ こ に 生 を 送 る 人 間 も
意 識 す る と ぜ ざ る と を 問 わ ず,そ の`場'か ら 影 響 を う け る も の で あ り,
そ れ 故 に 人 間 の 生 が い わ ば 風 土 的 歴 史 的 に 制 約 を 受 け る と い う事 を 認 識
す る の は,HowardsF.nd発 表 後12年 を 経 た1922年 に 発 表 さ れ たAlex‐
andria:AHistoryandaGuide⑳ に お い て で あ る 。
こ の 書 はForsterが 第 一 次 大 戦 中Alexandriaに 非 戦 闘 員 と し て 滞
在 した と き の,業 務 の 合 間 に 成 し た 研 究 の 成 果 で あ る 。
Alexandriaにお い て 今 私 達 に と っ て 重 要 な こ と は,次 のIntroduction








引 用 文 中 に み ら れ る こ の よ う な 感 覚 がAlexandriaの 過 去 と 現 在 と を
同 時 に 捉 え さ せ た の で あ る。ForsterのAlexandriaに お け る 意 図 が,
Alexandriaと い う街 のthemagicandtheantiquityandthe
complexity(p.xv)を理 解 し よ う と す る も の で あ る と い う 事 が,そ
の 構 成 を 第 一 部AHistoryと,第 二 部A(xuideに した の で あ ろ う・ こ
こ に 私 は,Forsterの 場 が 単 に 空 間 を だ け に と ど ま ら ず,時 間 を も含 み
つ つ あ る の を み る 。 即 ちForsterの み る 生 が 次 第 に宇 宙 に お け る 人 間 の
生 へ と 拡 張 さ れ つ つ あ る の を 認 め る の で あ る 。
こ の よ う に 過 去 と 現 在 と を 同 時 に捉 え よ う と す る 試 み は ど う い う認 識 に














前 者 はAlexandriaの第 二 部 の 一 節 で,Pharos島 に 昔 あ っ た と い う灯
台 の 叙 述 に 入 る 前 の 文 章 で あ り,後 者 はAlexandriaの 翌 年 発 表 さ れ た
PharosandPharillon中の 一 節 で`St.Athanasius'と題 す るessay
の 結 論 の 一 部 で あ る 。
私 達 が こ れ ら の 文 を 読 ん で ま ず 認 め る こ と は,前 者 に お い て,場 は そ の
過 去 の 積 み 重 な り で あ り,そ れ が 現 代 の 人 々 に 或 る 力 を 及 ぼ し て い る と い
うこ と で あ る 。 後 者 に お い て,私 達 は そ うい っ た 場 と の 関 係 を 持 つ 人 聞 自
身 が 意 識 す る と せ ざ る に 拘 ら ず 過 去 の 人 々 と も繋 が っ て い る と 認 め る で あ
ろ う 。 こ れ がHowardsEnd、 に お い て は み ら れ な か っ た 人 間 存 在 に お け
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る風土的歴史的制約 とい う視点であ るσ 即ち図式 的に云 え ばHowards
Endの 人間が単に その住 む時代 とのみ関連 を持つ とすれば,⑳Alexandria
やPharosandPharillonに描 かれ る人間は大 きな時の流 れの中 にお け る
場 に住 む人 間である。 ここに至 って人 間存在 の歴 史性 が認識 され るの であ
る。
以上の よ うな観点か らも う一度私達はAPassagetoIndiaにおけ る
イン ドとヴェニ スとの意味 するところを考 え直 さなければ ならない。
w
まつ私達は これか らの考察の準備 と して,イ ン ドに関 して も前節 にみ た
入 間の風土 的歴史 的生の観 点がみ られるこ とを指摘 しよう。
Alexandria発表 の年 に執筆 され た`TheMindoftheIndianNative
State'と題 する一文 にそれが うか がわ れる。Forsterは,イ ン ドの支 配
者達の歴史 と,そ こにみられるmythologyを説明 しつつ,・Thehand
ofthepastdividestherulerswhenevertheyattempttodiscuss






このよ うな認識 の もとにAPassagetoIndiaは完成 されたのであ る。
さて本論 に入 ろ う。
イン ドの異常な るものの存在 とヴェニスの人間規範に属す るもの との関
係は何か。
私はこの二つの姿が宇宙 における人 間の生の姿の実相 である と思 う。即
ち,異 常な るもの とは私達 の生の内に潜 んでい るものの表象 なのであ り,
入 間規 範に属す るもの とは 日常 の生 において常 に私達 の接 している ものの
姿 なのである・ 従 ってechoと は生 の背後 に身 を潜 めていた ものがこの
世 に現 われた時 の姿 であ り,こ こでは悪魔 の姿 を現わ したの であ る。 そ し
てそのechoを 導 きだ した者 が イン ドとは異 なる風土 に住み,異 な った
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過去 を持つ 人 間 であ るMrs.MooreとAdelaQuestedなのであ る。っ
ま りここで の対 立(対 立 と呼 ぶのに私 はこだわ りを感ず るのだが)は 英人
すがた
対 イン ドな のではな く,生 にお ける隠れ た 相 の表 面化す る動 きに よって
起 る摩擦 なの である。 つ まりそれは イン ドなる ものの過去 と,ヴ ェニスな
　 　 　 　 　 　 　 　 コ 　 　 　 　 　 コ
るものの過去 との対立⑳として描かれたのである。これが先に述べた人間
　 　 ロ 　 り 　
の歴史的風 土 的存在 とい うことの,APassagetoIndzaにおける意味 で
ある。
しか しこ こで私達 は二つ の反論 を予想 しなければな らない。一つ はこの
あと
対立 が西洋対 東洋 との対立 であるとい うもの,後 一つは この対 照 がhu-
manorderとdivineorderとの対立で あるとの指摘 ⑳である。
第一 の反 論 に対 して私 は適切 な反駁の準備 はない。私 はただ次 のよ うに
答 え得 るだけで ある。即 ち東洋 ・西洋 との指摘 だけでは,つ ま り風土的 な
ものだけで は,こ のAPassagetoIndiaとい う作品 は成立 しなか った
のではある まいか,も し成 り立つ と して ももっと早 い時期 に(つ ま り14年
聞 の空 白がな くて)世 に問われたであろ う,と い うことであ る。Forster
は イン ドの持つ異常 なる力 を西洋的な もの とは異質 な ものと してのみ この
作 品 に描 こ うと したのではない。 ヴェニスにおい て作者 が用 い て い る
humannormと い うことばか ら も推察で きる如 く,異 常 なる ものと人間
規範 に属 す るもの との対 比は,Alexandriaでの生活 を経 た後に うまれた
人 間の生 の二 相の認識表明 なのであ る。繰 り返 し述 べれば,それは 日常の生
　 ロ
の背後 に潜 んでい る,作 中人物の言葉 を借 りれば ⑰善悪一体 となった,或
は善悪 を越 えた宇 宙の存在の相 と,私 達 の眼に うつ る生 の一相 との二相で





この ようにこの作品 ではすべて人 間の生 に視点 が集 注 されている。従 っ
て第二 の反論 は作品 の意 図をはつ れた指摘 であろ うと思 う。成程人 間世界
を見 下ろす空 のimageは 到 る処主要な場 面に表わ され ているが,そ れは





さてここで もう一 度,こ の作品 の視点 と,私 達 の研究 の後 をふ り返 って
み よ う。
、4PassagetoIndiaにおし・ては イン ドとい うもの が,異 常な る ものの
在存 する ものと して描かれていた。 そ して その力の人間世界への波及は,
洞窟 内のechoと い う表 現で用い られた。
こ ういった舞 台を持 って人間の ドラマー 英 人 と イン ド人 との対 立 とい
う,い わば政治 的色 彩 を帯 びた もの,そ して もう一つ政治 を離れて人間個
人 の結 びつ きの不可 能性 の ドラマー が展開 された。
そ して私達 は,こ の ドラマの内含 する ものが単に人種 間の問題 に とどま
らず,も う一つ高 い点 か ら眺 められてい ること,即 ち人 間の生 の宇宙 にお
け る在 り方 を ドラマと して展 開 していること,を 指摘 してきた。 そ して作
者 の方法が,彼 の場 に対 する感覚 に基づ いて成 されているとい う事 が付 け
加 え られねば らなない。
私達 はこ うふ り返 ってみて,さ らにここに一つ の閾題 を提起 しなければ
な らない。 即ち この宇宙におけ る人間の生 とい う視点 か ら描 いた生 は どう
い うもので あ り,そ の難 点に対 する解決法 は どうか とい うことである。 い
いか えれば,APassagetoIndiaにお けるWhatislife?とHowto
Iive.の問題 であ る。
Whatislife?に対 しては,以 上 の考察にお いてほぼ明 きらかになっ
たであ ろ うが,宇 宙 にお ける人 間の窮境 を描 こ うと したと作者 自身述 べて
い るよ うに,⑳ その生とは,人 間 の理性 だけでは対処 できない ものが生 に
は あ り,人 間の繋が りに も歴史的風 土的制約 の存在 するため容易 には うま
く成立 しない,と い うそ ういった生 である。 そ して人間 は,法 廷 で扇 を引
っぱる裸 の イン ド人 の よ うに孤独 にその営み を続けなければな らないので
あ る。⑳
しか し,こ の ような生 に対 して,APassagetoIndiaでは まだ解決策
は明瞭 に示 されてい ない。⑳ただ第三部 にお いてMrs.Mooreの子供 を登
場 さぜ,イ ン ドの象 徴の如 きHindu教 の祭に興味 を抱かせ てい るこ とに
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よ り,私 達 は ほのかな希 望をみるにすぎない。つ まり,以 上 のよ うな生の
本質故に こそ,私 達はtolerance;sympathy,goodtemper⑳をもって
生 に潜む異常 な るづ面に共に対処 していかなければな らない,と い う事 で
ある。,
以上 がForsterのこの書 におけ る意図であ ったろ うと思 われ る。
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